
《5》 広報によど川 8月号

ま ち の 話 題

山里に受け継がれてきたもの  【上川渡・戸立】

消
防
団
員
の
暑
い
夏
！

消
防
団
員
の
暑
い
夏
！

６
月
20
日
　
椿
山
の
氏
仏
堂
で
、

害
虫
を
追
い
払
い
、
豊
作
を
願

う
伝
統
行
事
「
虫
送
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
教
育

委
員
会
主
催
の
”椿
山
虫
送
り
“
行

事
見
学
の
参
加
者
、
一
般
の
見

学
客
、
カ
メ
ラ
マ
ン
ら
約
七
十

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
氏
仏
堂
で
地
元
住
民
ら

が
豊
作
祈
願
を
行
っ
た
後
、
町

の
無
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
「
椿
山
太
鼓
踊
り
」
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
「
念
仏
踊

り
」
「
敦
盛
踊
り
」
「
あ
や
の
踊

り
」
「
し
の
び
の
踊
り
」
の
五
曲

を
、
地
元
住
民
と
池
川
青
年
団

員
ら
十
人
が
披
露
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
ど
の
地
域
で
も

後
継
者
不
足
が
嘆
か
れ
て
い
る

中
、
若
い
人
た
ち
も
加
わ
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
伝
統
の
継
承

に
努
め
て
い
る
姿
が
本
当
に
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
椿
山
集
落
は
四
国
最
高
峰
石

鎚
山
の
南
方
、
標
高
約
七
百
㍍

の
急
峻
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
椿

山
太
鼓
踊
り
は
、
集
落
の
中
心

に
あ
る
氏
仏
堂
で
安
徳
幼
帝
の

子
守
歌
と
し
て
、
ま
た
平
家
の

武
将
や
公
達
の
霊
を
慰
め
る
祭

り
と
し
て
、
毎
年
古
式
通
り
に

奉
納
さ
れ
、
数
多
く
の
伝
説
と

と
も
に
、
椿
山
集
落
の
人
々
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

公
達
と
は
…
親
王
・
貴
族
の
尊
称

椿
山
太
鼓
踊
り

平
家
落
人
伝
説
残
る
椿
山
で

伝
統
の
虫
送
り

虫送り

 お接待
　７月２日から上川渡の大師堂で、地

域の風習“お接待”が行われています。

上川渡と戸立の住民が一日一世帯順番

に、雨の日を除いて通行人にお茶くみ

をします。

 午前９時頃から午後３時頃まで立ち

寄った人に自家製のお茶とお菓子を振

る舞ってくれます。天候によって前後

しますが、だいたいお盆時期に終わる

そうです。

 このお接待は古くから行われており、

酷暑にのどを潤してもらい、人々はお

大師様の御利益に感謝するというもの

です。

 最近では高齢化が進み、若い人がい

る世帯でもなかなか仕事が休みにくい

という問題もありますが、親から子、

子から孫に伝承されてきた“おもてな

しの心”をなんとか絶やすまいとする

地域の方々の努力を頼もしく感じまし

た。

 虫送り
７月１日　上川渡の大師堂で虫送りが行われました。

上川渡と戸立の住民が大師堂でささやかな宴会をし

た後、大師堂から下川渡へ向けて、のぼりを手に約1

㌔ほど集落を歩きました。

 虫送りは虫祈祷を行い「実盛様」と称して斎藤実

盛の霊を祭り、五穀豊作を祈願する日です。

 この日、「少しでも孫や子どもが参加できるように」

と話し合いも行われ、伝統を守ろうとする気持ちと、

地域住民の団結の固さを感じました。

き
ん
だ
ち



広報によど川 8月号 《6》

ま ち の 話 題

　
伊
藤
さ
ん
は
昭
和
五
十
年

に
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

平
成
十
一
年
ま
で
六
期
二
十

四
年
間
に
わ
た
っ
て
町
政
発

展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
副
議
長
や
各
常

任
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
、

昭
和
五
十
年
八
月
台
風
五
号

の
も
た
ら
し
た
豪
雨
に
よ
る

未
曾
有
の
大
災
害
に
際
し
て

復
旧
対
策
に
貢
献
し
た
ほ
か
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
、

農
林
業
団
体
の
育
成
、
教
育

の
発
展
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
伊
藤
福
喜
さ
ん（
87
歳
　
竹
ノ
谷
）が
、
長
年
に
わ
た
る
旧
池
川
町
議
会
議
員
と
し

て
の
功
績
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
福
喜
さ
ん

春
の
叙
勲「
旭
日
双
光
章
」受
章

犯
罪
や
非
行
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て

　仁淀川町の皆々様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて私ことこの度平成21年春の叙勲に際しはからずも旭日双光章受章の栄に

浴し身に余る光栄に感謝致しております。

　これもひとえに皆様方の多年にわたる心温かきご指導ご支援の賜と衷心より

感謝致し厚くお礼申し上げます。

　早速にご丁重なるご祝意を賜りご芳情の程誠に有難く重ねてお礼申し上げます。

　今後は健康に留意しご芳情に報いたいと存じますので何卒従前にもましてご

鞭撻の程お願い申し上げます。

　末筆ながら仁淀川町、町長藤　富士登様をはじめ町民の皆様方のご多幸とご

健勝を心から祈念申し上げ謹んでお礼のご挨拶とさせていただきます。
 謹言

 伊藤　福喜

６月21日　梅雨の晴れ間がのぞいた山村自然楽

校「しもなの郷」で、山のなんでも市が行われました。

山野草、盆栽、花、苗木、農産物、木工品、古道具、

骨董品などのほか、引き出物やお返し物など未使

用品も多数の出品があり、来場者は朝早くから足を

運んで、気に入った掘り出し物を買い求めていました。

　この時期は山アジサイが可憐な花を咲かせており、

来場者の目を楽しませてくれました。

　また地域の食材等を使った田舎ソバ、いり餅、

ちらし寿司、新茶などの販売も大好評で、梅雨の

うっとうしさを吹き飛ばす楽しい時間となりました。

伊
藤
福
喜
さ
ん

特
に
人
気
の
あ
っ
た
山
野
草

お気に入り見つけた！山のなんでも市お気に入り見つけた！山のなんでも市お気に入り見つけた！山のなんでも市

７
月
１
日
　
犯
罪
や
非
行
の
な

い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
す
「
第
59
回
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
、
高
吾
保
護
区

保
護
司
会
員
ら
約
三
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

 

参
加
者
は
佐
川
町
、
越
知
町
、

仁
淀
川
町
を
パ
レ
ー
ド
し
、
啓

発
用
の
う
ち
わ
な
ど
を
配
布
し

て
運
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

 

本
町
で
は
　
岡
和
政
高
吾
保

護
司
会
長
が
「
日
本
が
世
界
一

安
全
な
国
と
し
て
復
活
す
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
地

域
に
対
す
る
思
い
と
積
極
的
な

参
加
が
不
可
欠
で
す
」
と
法
務

大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
藤
　

富
士
登
町
長
へ
伝
達
し
ま
し
た
。

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
達
す
る
　
岡
高
吾
保
護
司
会
長



《7》 広報によど川 8月号

　峠ノ越は６月末現在、６世帯、１４人

の集落で、国道３３号沿い潰溜バス停

から１５分ほど山道を上った所にあり、

眼下に大渡ダムのダム湖を望みます。

 平安・鎌倉時代からの古い道といわ

れる仁淀川に沿う伊予往還を上へ上へ

と上りつめた所（峠）に菜野河神社が

あり、その付近の集落が峠ノ越と呼ば

れるようになりました。

峠ノ越出身の幕内力士“鏡川”
　鏡川正光・本名大野貞吉。明治12年11月1日大野直

吉の四男として峠ノ越に生まれる。板垣退助伯に推薦

され上京し岡郷の友綱の門に入り、名力士太刀山、国

見山の指導を受け明治34年5月“鏡川”と名乗る。鏡

川関は年々昇進して明治41年1月東十両八枚目に上る。

同5月東前頭十一枚目に入幕、当年29歳。大正3年1月

東前頭十五枚目を最後に引退、当年35歳。幕内生活十二

場所、最高位東前頭一枚目。取り口は地味であったが

温厚で徳望が有った。

峠ノ越

集落見聞録
（第36回）

と う  の  こ え

眼
下
に
絶
景
を
臨
む
峠
の
集
落

　
集
落
に
詳
し
い
日
浦
源
起
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
昔
は
養
蚕
が
盛
ん
で
、
集
落

の
ほ
と
ん
ど
の
畑
で
桑
を
栽
培
し
、

一
家
の
生
業
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
年
代
頃

か
ら
養
蚕
の
需
要
が

落
ち
込
み
、
「
こ
の

ま
ま
じ
ゃ
い
か
ん
」

と
判
断
し
て
ど
こ
の

家
も
お
茶
の
栽
培
に

切
り
替
え
ま
し
た
。

　
現
在
で
も
お
茶
を

栽
培
し
た
り
、
自
家

用
に
色
々
な
種
類
の

野
菜
を
作
っ
て
余
っ

た
ら
近
所
の
お
宅
に
分
け
た
り
と
、

穏
や
か
な
暮
ら
し
に
満
足
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
近
く
に
商
店
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

週
に
二
度
移
動
販
売
の
車
が
上

が
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
車
で

買
い
物
に
出
か

け
た
り
と
、
あ

ま
り
不
自
由
に

感
じ
る
こ
と
な

く
生
活
し
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
も
空

き
家
が
増
え
、

人
も
だ
ん
だ
ん

減
っ
て
い
き
、

寂
し
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
集
落
の
皆
が
結
束
し
、

助
け
合
っ
て
仲
良
く
暮
ら
し
て

い
る
印
象
を
う
け

ま
し
た
。

　
皆
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
が
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
。

大
渡
・
潰
溜
と
合

同
の
三
葉
会
の
行

事
で
は
、
集
ま
っ

て
語
ら
っ
た
り
、

女
性
陣
の
踊
り
を

見
た
り
仲
間
と
楽

し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。

日浦源起さん

鏡川関の碑 菜野河神社

峠ノ越集落

お気に入り見つけた！山のなんでも市

菜
野
河
神
社

　
一
六
〇
〇
年
頃
、
長
宗
我

部
氏
の
家
臣
山
内
左
内
と
い

う
者
が
、
藩
主
の
命
に
よ
り
、

誉
田
別
命
の
御
文
霊
を
奉
斎

し
て
来
村
し
、
日
浦
家
と
協

力
し
て
菜
野
河
神
社
を
建
立

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
吾

川
郡
第
九
区
名
野
川
郷
の
郷

社
で
今
で
も
広
く
信
仰
さ
れ

て
い
る
。

　
毎
年
六
月
十
五
日
と
十
一

月
十
五
日
に
名
野
川
磐
門
神

楽
が
奉
納
さ
れ
る
。
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隠岐の島を激走！大崎診療所の沖先生

「さくらクラブ吾川」会長杯ソフトボール大会「さくらクラブ吾川」会長杯ソフトボール大会　優勝　優勝 テキーラテキーラ「さくらクラブ吾川」会長杯ソフトボール大会　優勝 テキーラ

・S・P・O・R・T・S・スポーツ

６月21日　島根県の隠岐の島で第４回隠岐の

島ウルトラマラソンが行われ、仁淀川町国民健

康保険大崎診療所長の沖勇一さん（50）が出

場し好成績を収めました。

 

 　100㎞の部

　　11時間42分03秒　男女総合第43位

 

　今回沖さんが参加した100㌔の部には334人

がエントリーし、うち234人が完走しました。

参加者の約３割が途中棄権するという過酷な

条件の中、みごと完走しました。

　今年のお正月に大会参加を決意してから、毎

日朝は歩いて、夕方は平均10㌔走り、土日は走

る距離を延ばし月合計300㌔～400㌔ペースの

練習を約半年間続けてきたそうです。

 「試合に出てタイムが良くなることと、挑戦する

距離を延ばしていけるのが楽しい」「年齢を重ね

ても練習をすればするほど、同じコースを走っても

良い記録がでるよ。これからも元気な限り走ること

を続けていきたい」と笑顔で語ってくれました。

　さくらクラブ吾川主催「会長杯ソフトボール大会」が５月１２日から開幕し、２カ月間にわた

る熱戦が繰り広げられました。出場５チームによる激戦を制したテキーラが優勝を決めました。

◇
広
報
寄
付
金

　
織
田
　
和
代
様(

堺
市)

　
竹
本
　
長
生
様(

高
知
市)

　
竹
本
　
虎
貢
様(

松
原
市)

　
伊
藤
　
一
志
様(

堺
市)

　
山
下
　
　
正
様(

高
知
市)

　
倉
橋
　
久
子
様(

奈
半
利
町)

　
大
野
堅
太
郎
様(

精
華
町)

　
　
岡
　
益
幸
様(

い
の
町)

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お

受
け
し
、
広
報
発
行
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

仁
淀
川
町
役
場

ご
寄
付
の
お
礼

1
0
0
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
で
好
成
績

ゴ
ー
ル
す
る
沖
勇
一
さ
ん

☆チーム成績☆
　優　勝 　テキーラ 

　準優勝 　名野川エラーズ   

　第３位 　すーぱーすたーズ   

    

☆ホームラン王☆
　上村　学（テキーラ） ３本 

    

○出場チーム
テキーラ・名野川エラーズ・

すーぱーすたーズ・役場・

X（エックス）

（エックス）
（エックス）




